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はじめに①

• 作業環境がかなり改善されてきている粉じ
ん作業現場も多いが、まだ、じん肺に対し
て完全に安全な環境といえないのが現状て完全に安全な環境と えな のが現状
であり、従って防じんマスクによる防護が
現在でも最後の砦となっている現在でも最後の砦となっている。



はじめに②はじめに②

• 岡山県はじん肺で療養をうけている人が• 岡山県はじん肺で療養をうけている人が
非常に多い県の１つである。

産業保健推進 タ 成 年• 岡山産業保健推進センターでは平成15年

度の調査研究で、防じんマスク着用時のマ度 調 研究 、防 着用時
スクのもれ率を調査したところ平均２４．
３%という高い値となった。この原因には３%という高い値となった。この原因には

① マスクの管理不良

② 着用方法の不備

があることが考えられたがあることが考えられた。



はじめに③

• この結果を現場に還元するべく平成16年

度より４年間粉じん作業場の現場労働者
に5～6人／回の少人数で一人一人にマス回 少 数

クの管理、着用方法の個人指導を実施し
てきた（1000人超）てきた（1000人超） 。

• 今回このような指導が効果をあげているか
も 率を指否かについてマスクのもれ率を指標として

調査した。



対象と方法①対象と方法①
（防じんマスク着用指導の短期的効果）期 効果

対象

耐火煉瓦製造業、耐火物粉砕業を含む

岡山県内の8事業場で就労する粉じん作岡山県内の8事業場で就労する粉じん作

業者



対象と方法②対象と方法②
（防じんマスク着用指導の短期的効果）

方法

• 指導前にマスクの着用状況を調べ 対象指導前にマスクの着用状況を調べ、対象
者に防じんマスク着用に関する教育指導と
防じんマスクもれ率の測定を行い 実施後防じんマスクもれ率の測定を行い、実施後
翌日～10ヶ月後における教育効果をマス
クもれ率を指標とし 検討したクもれ率を指標として検討した。

• そのうち1 社において初回指導後、再測定そのうち1 社において初回指導後、再測定

までの期間におけるマスクもれ率の経時
的変化を検討した的変化を検討した。



対象と方法③対象と方法③
（防じんマスク着用指導の短期的効果）

• 防じんマスクもれ率の測定

期 効果

マスクもれ率（%）はマスクフィッティングテ

スタ MT 03（柴田科学）を用いて測定スターMT-03（柴田科学）を用いて測定。



マスクの管理指導風景マスクの管理指導風景



もれ率の測定風景



防じんマスク着用指導の短期的効果

着用指導後（1日～10ヶ月後）のマスクもれ
率10％以上の労働者数（人）率10％以上の労働者数（人）

総人数
指導前のもれ率 指導後のもれ率

総人数
指導前のもれ率

10%以上
指導後のもれ率

10%以上

A社 24 11 (46%) 2 (8%)( ) ( )
B社 31 19 (61%) 16 (52%)
C社 13 6 (46%) 2 (15%)C社 13 6 (46%) 2 (15%)
D社 13 6 (46%) 2 (15%)
E社 6 4 (67%) 4 (67%)E社 6 4 (67%) 4 (67%)
F社 6 2 (33%) 2 (33%)
G社 12 2 (17%) 0 (0%)G社 12 2 (17%) 0 (0%)
H社 239 96 (40%) 36 (15%)



指導前後の平均もれ率の変化指導前後の平均もれ率の変化
（もれ率10％以上対象）（もれ率10％以上対象）



再測定までの期間とマスクもれ率（H社）
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対象と方法④

防じんマスク着用指導の長期的効果

• 対象

平成15年度に着用指導とマスクもれ率の測定を平成15年度に着用指導とマスクもれ率の測定を

実施した溶接、耐火物粉砕作業場などを含む岡
山県内の7事業場で就労する粉じん作業者。山県内の7事業場で就労する粉じん作業者。

• 上記の事業場で再度、マスクもれ率の測定を行
い 5年経過後と前回（平成15年度）とのマスクもい、5年経過後と前回（平成15年度）とのマスクも
れ率の差を比較。



防じんマスク着用指導の長期的効果防じんマスク着用指導の長期的効果

平成15年度調査と今回のマスクもれ率比較

平成15年度 平成20年度平成15年度 平成20年度

総人数

もれ率
10％

上

10％以上
の 平均

もれ率 総人数

もれ率
10％

上

10％以上
の 平均

もれ率総人数
（人）

以上
（人）

割合

（%）
もれ率
（％）

総人数
（人）

以上
（人）

割合

（%）
もれ率
（％）

A社 21 12 57.1 17.2 24 11 45.8 13.4社

B社 17 9 52.9 20.5 31 19 61.3 29.1
C社 10 5 50.0 14.5 13 6 46.2 20.6
D社 10 3 30.0 9.5 13 6 46.2 19.0
E社 4 0 0 3.4 6 4 66.7 24.5
F社 5 1 20.0 9.5 6 2 33.0 9.9
I社 18 10 56.0 30.1 24 5 21.0 12.3



平成15年度と今回のもれ率比較

平成15年度と20年度の平均もれ率

25

30

35

％

10

15

20

も
れ

率
％

15年度

20年度

0

5

10

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｉ

年度

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｉ

事業所



防じんマスク着用指導の長期的効果防じんマスク着用指導の長期的効果
（平成15年度と今回のもれ率比較）

• もれ率１０％以上の割合も平均ももれ率 以 割合も平均も
れ率も、５年経過した今回のほう
が高い数値とな たが高い数値となった。

• 着用指導の効果がなくなっていると考えら
れるれる。



不良なマスク例：排気弁不良



不良なマスク例：排気弁不良不良なマスク例：排気弁不良



不良なマスク例：排気弁不良不良なマスク例：排気弁不良



不良なマスク例：排気弁なし不良なマスク例：排気弁なし



不良なマスク例：フィルター挿入不良



不良なマスク例：面体変形



対象と方法④

現場調査

• 耐火物粉砕業、耐火煉瓦製造業などの事

業場でマスク着用指導を行った後に 参加業場でマスク着用指導を行った後に、参加

者に対してアンケートを実施。

• 本調査の開始以前より講習を実施してい

た事業場を対象に その後の事業場の対た事業場を対象に、その後の事業場の対

応についても調査。



現場調査現場調査

講習に対する評価

あまり参考に
ならなかった

その他

(n=97)

ならなかった
0%

1%

( )

参考になった
26%

非常に参考に
なった
73%



L社における防じんマスク部品の発注数（平成17～19年度）L社における防じんマスク部品の発注数（平成17 19年度）

H17年度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

ﾐｸﾛﾝﾌｨﾙﾀｰ 100 講
習

100 100 100 400
習
開
始

ﾏｽｸひも 100 20 100 220
吸気弁 100 100
排気弁T-6 20 20 30 70

T-1 0

H18年度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

ﾐｸﾛﾝﾌｨﾙﾀｰ 100 100 100 100 400ﾐｸﾛﾝﾌｨﾙﾀｰ 100 100 100 100 400
ﾏｽｸひも 50 50 50 50 200
吸気弁 100 100
排気弁T-6 20 20 30 30 100排気弁

T-1 20 20

H19年度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

ﾐｸﾛﾝﾌｨﾙﾀｰ 100 100 100 100 100 500
ﾏｽｸひも 50 250 300
吸気弁 100 100

排気弁T-6 30 30 60
T-1 0



結果と考察 ①

・防じんマスクの適切な管理方法、マス

クの適正着用方法を個人指導し、その
後の教育効果の確認を行った。後の教育効果の確認を行った。

耐火煉瓦製造業、耐火物粉砕業を含む
344名、男性311名（90 4％）、女性33名344名、男性311名（90.4％）、女性33名
（9.6％）を対象。



結果と考察 ②

• 指導した全事業場でマスク指導した全事業場でマスク
のもれ率が改善され、その率 改善 、そ
効果は10ケ月位は継続して
いるようであった。



結果と考察 ③

• 研修を実施した事業場では研修後、マスク
本体及びマスク部品の購入量が明らかに本体及びマスク部品の購入量が明らかに
増加しているので、作業者のマスク管理
に対する意識の改善がみられ、また
知識だけでなく、実践されているものと知識だけでなく、実践されているものと
思われる。



結果と考察 ④

このような教育指導により新たこのような教育指導により新た
なじん肺および呼吸器障害発生
に抑制がかかることが期待され
るる。



結果と考察 ⑤

• ただ、数年間年月が経過するただ、数年間年月が経過する
と教育効果が薄れて、もれ率
が悪くなる傾向がみられた。



結果と考察 ⑥

作業者 対する

結果と考察 ⑥

• 作業者に対するアンケートで、こ
のような個人研修に対する要望及のような個人研修に対する要望及
び定期的な指導を希望する声が
かなりみられ また これまで こかなりみられ、また、これまで、こ
のような着用についての教育が、のような着用についての教育が、
あまり行われていないことがうか
がわれたがわれた。



結 論

教育指導は１回限りでなく、教育指導は１回限りでなく、
適正使用が習慣化するまで適 使用 習慣 す
定期的に粉じん作業者に対
して着用指導を継続して、繰
り返し実施する必要があるり返し実施する必要がある。



ご清聴ありがとうござ ましたご清聴ありがとうございました


